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研究成果の概要（和文）：文字を読みやすくする空間配置を調べるために2つの問題を設定した。一番目は、文字認知
に縦と横の配置はどのように影響するかであった。日本語は縦書きも横書きもでき、多くの印刷物にもそのどちらかが
使われている。実験により、文字を読む視野の大きさを推定したところ、縦書きより横書きのほうが視野は大きかった
。この傾向は、米国人でも日本人でも同様であった。二番目に、縦書きと横書きの読みやすさを、読みの速さを指標と
して調べた。縦書きと横書きに、読みの速さに違いはなかった。
 さらに「書の文字の美しさ」を研究課題に加えた。書の点画構成による美的効果を測定する尺度を開発し、実際の書
の評価を実施した。

研究成果の概要（英文）：In this project,I addressed two questions:(1) how the visual span for letter recog
nition is influenced by vertical and horizontal spatial layouts.(2) which of the two spaial layout facilit
ates reading speed. I found that the visual span was larger in the horizontal layout than in the vertical 
layout for both Janaese and Americasns. I also found that there was no difference between the two spatial 
layouts in reading speed.
 This project added the study of beauty of Japanese chariography. The effects of strokes on the beauty w3a
s examined by constructing new measurement scales.
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１．研究開始当初の背景 
 書かれた文を読むという行為は、情報を
取り入れるために重要な作業である。書か
れた文を読む行為に費やす時間は以前より
も増えており、読みやすい日本語文章の重
要性は以前にも増して高い。文字の読みや
すさと文章の読みやすさに影響する要因に
は、文法的構成・語句・内容などの内容的
側面と文字の大きさ・字体・空間配置のよ
うな視覚的側面がある。本研究は視覚的特
性の中で特に文字の空間配置に焦点を当て
て、読みやすさを検討する。具体的には、
視野の大きさ、空間的に接近した文字検出、
縦横配置の文章の読みやすさなどを検討す
る。 
 
２．研究の目的 
（１）視覚的に提示された文章を読む際に有
効な視野の概念に visual span というものが
ある。visual span の大きさは、目を動かさ
ずに高い正確さで認知できる文字の数と定
義される。英語のアルファベットを使って
調べると、visual span の大きさはおよそ 10
文字程度である。Visual Span の大きさは読
みの速さを制限する視覚的要因であると考
えられており、それを支持する証拠もある。
重要なことに、読みに影響する刺激変数に
文字のコントラスト、文字の大きさ、文字
が提示される網膜偏位などがあるが、これ
らの変数は、visual span の大きさに対する
影響を通して理解できると考えられている。
Visual span の大きさに関しては、水平方向
と垂直方向でいずれが大きいかという興味
深い問題がある。人の目の構造とsaccadeの
特性および日常生活の順応から考えて、垂
直方向の visual span より水平方向の visual 
span の方が大きいと考えれれる。visual 
span の大きさを水平方向と垂直方向で比較
するために、水平方向に提示された文字列
と垂直方向に提示された文字列を使った実
験も報告されている。実験参加者はアメリ
カ人でありアルファべットの文字を使った。
実験結果は、水平方向のほうが visual span
が大きいことを示し、目の構造と日常習慣
からの予測と一致した。しかし、英語で文
字を縦方向に提示することはまれであり、
縦に書かれた文書を読む習慣はない。日本
のように、縦書きと横書きの両方が日常生
活で広く採用されている社会に住む人こそ
visual span の垂直と水平方向の大きさを調
べるために適している。 
 生理解剖学的条件からみると visual span 
は縦方向よりも横方向に広いと予想できる。
一方生活習慣からみると日本人は頻繁に縦
書きを読むので、visual span は縦方向と横
方向の広さが同じか、縦方向の方が広いと
予想できる。 
 そこで、日本人とアメリカ人を観察者と
して visual span の大きさを水平・垂直の２
つの方向に関して調べることを目的とし

た。 
（２）文章の縦書きと横書きに関しては、す
でに 1985 年に日本の心理学者の元良勇次郎
が実験にもとづいて横読みの有利を報告し
ている。私は、読みの速さを指標として、
文章の縦書きと横書きのどちらが読みやす
いかを調べた。 
（３）３つの文字を空間的に接近して提示す
ると、中央の文字の検出が低下することが
知られている（crowding 効果）。日本人を
対象とした研究はまだ十分ではない。もし
欧米人と日本人が、普段読んでいる文字の
視覚的特性の違い（空間周波数特性の違い）
によって、crowding 効果が異なるならば、
日本語の文字配置の新たな検討材料となる。
そこで、アルファベット文字を母国語とす
る学生と日本語を母国語とする学生を対象
として、3 文字提示の crowding 効果を調べ
た。 
（４）文字の空間的特性は、読みやすさのほ
かに文字の美的感覚に影響を与える。そこ
で、書を材料として利用し文字の美的感覚
を測定する尺度を開発した。 
 
３．研究の方法 
（１）visual span 研究 
日本人 6名とアメリカ人 5名が実験に参加し
た。全員視力は正常であった。ランダムに
選らばれた3文字のアルファベットを空間的
に隣接して提示した。すべての文字は幅を
視覚 1°とした。文字の中央から中央までの
間隔は 1.53°とした。文字はすべて小文字
で、Courier Bold を使い、白地に黒の文字
として100ms提示された。  視野の中央に水
平に文字を提示する場合は上下にマーカー
を提示し、垂直に文字を提示する場合は、
左右にマーカーを提示した。被験者は、知
覚した3つの文字を左から右に順に口頭で報
告した。正しい文字が正しい位置で報告さ
れた場合のみ正答とした。 
（２）縦書き横書き文章の読みやすさの研究 
 大学生 10 名が実験に参加した。新書から
150 字程度および 300 字程度のまとまりを抜
き出し、文章を 20 編ずつ準備した。これら
を１つずつ縦書きか横書きで提示し、参加
者に音読させた。読み終わるまでの時間を
測定した。文字の大きさは視角で 0.5°と
１°であった。 
（３）crowding 効果の研究 
 矯正視力も含め視力が正常な大学生 10 名
（日本人５名、外国人５名）が実験に参加し
た。平均年齢は 22.5 歳であった。外国人５
名の内訳は、アメリカ人２名、タイ人１名、
ロシア人２名であった。コンピュータの画
面の中心にアルファベットを横に３文字呈
示した（視角 1°）。文字の上下にマーカー
を表し文字の提示場所を示した。実験参加
者は画面に提示されるアルファベット三文
字のうち、真ん中の文字を口頭で答えた。
文字の呈示時間は120msだった。画面中心を



見て文字を答える条件（中心視条件）と画面
中心から４cm 上の注視点を見て文字を答え
る条件（周辺視条件）を行った。 
（４）書の美的感覚の研究 
 【調査参加者】 書道展の鑑賞者から 135
名と学生 11 名の合計 146 名が調査に参加し
た。【材料】サンプルは、国定教科書
書方手本から「天」「道」「運」「折」
などの 10 文字をデジタル画像に変換
し、これらの字形を標準種とした。
加えて「春」「月」「茶」に 2 種類の変
形種を、他の 7 文字に 1 種類の変形種
を作成し、計 23 文字のサンプルを用
意した。変形種は、各文字の標準種
を Photoshop を使って、特定の画の長
さや角度を変形させたり、部分を移
動して作成された。【評定尺度】文字
の感性印象を調べるために形容詞の
評価語を 34 対用意した。評価語は、
色や書風などの視覚的印象を SD 法に
よって調査した先行研究を参照しつ
つ一般的に使用される形容詞や著者
の書的経験を加味して。文字サンプ
ルを多角的に評価できるよう多くの
項目を作成した。回答は４つの反応
カテゴリーから１つを選ぶ４件法と
した。左右の軸に配された反対語に
ついて「そう思う」「ややそう思う」
の２段階が対応した。  
 
４．研究成果 
（１）visual span 研究 
水平条件では、母国語の違い（日本語 vs 
英語）により visual span は異なったが、垂
直条件では、違いがなかった。 

Fig.1 水平方向の visual span の大きさを
日本人とアメリカ人にに分けて●と△で示
した。曲線は視野の左と右に分けて
Logistic 関数を適合した結果である。日
本人はアメリカ人より visual span が小さ
いことがわかる。 

 
Fig.2 垂直方向の visual span の大きさ
を日本人とアメリカ人にに分けて●と△
で示した。 曲線は視野の上と下に分け
て Logistic 関数を適合した結果である。
日本人とアメリカ人の visual span の大
きさに違いがないことがわかる。 
垂直方向では、日本人とアメリカ人では 
visual span の大きさに違いがなかった。こ
の結果は、読みに関する生活習慣が visual 
span の広さに影響しないことを示唆する。 
 
（２）縦書き横書き文章の読みやすさの研究 
文章の方向（垂直と水平）は、読みの速さに
影響せず、文字の大きさがわずかに影響す
る傾向が見られた（Fig.3)。 

 
Fig.3 読みの速さを文字の大きさ、文章の
方向文章の長さの要因別に表した。エラー
バーは標準誤差である。グラフを見やすく
するために、垂直条件の結果をｘ軸上で少
しずらしてプロットした。 
実験結果は、先行研究の結果に一致しな
かった。生理仮説と visual span の大きさか
らの推測すると、水平方向の文章の方が速
く読めると予想できたが、異なる結果が得
られた。日本語の文章に含まれる漢字がこ
の不一致に重要な役割を果たしている可能
性がある。 
 
(3)crowding 効果の研究 
中心視と周辺視の間では、crowding 効果
に大きな違いがあるが、日本人と外国人の
間に違いはなかった(Fig.4)。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

 

 

  

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Fig.4 crowding 実験の結果 
 
従って、普段読んでいる文字の複雑さに
よって文字を知覚する時に使われる視角フ
ィルターサイズが異なる、という考えに疑
問がある。日本人はアルファベットを読む
ときも小さいフィルターを使う傾向がある
という考えは再検討が必要である。 
 
（４）書の美的感覚の研究 
 調査結果を因子分析して、３因子を抽出し、
均整美、開放性、力量性と命名した。項目
反応理論を適用したところ、均整美の尺度
の信頼性は高かった（Fig.5)。 

 
  Fi1g.5 均整美の尺度の情報量 
 
お手本の文字と変形操作を施した文字（月と
折）について尺度値をみると、尺度の有効性
がわかる（Fig.6)。 

  
   Fig.6 均整美の評価 
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